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１ 人権感覚について考えてみませんか？ 

本校では、教職員向けに年間２回（６月と１２月）「人権感覚チェック」を行っています。毎日の忙しさに紛

れて、いつの間にか人権感覚を見失ってしまい、反省することが度々です。児童・生徒の尊厳を守り、命を大

切にすること、挨拶や称賛など、人権が大切にされる温かい環境作りをすること、いじめを見過ごさないように

注意したり、児童・生徒が失敗したりできなかったりしたときに、「またか」「やっぱり」と決めつけずに「一緒に

考えよう」などと共感的な関わりをすることなど、それぞれの項目に、いつもはっとさせられます。 

ところで、私たちは「昔からしている」とか、「みんな言っている」こととして、知らず知らずのうちに偏見や差

別意識をもっていることがあります。「女性だから･･･」とか、「○○だから、かわいそう」など、性別や家庭環境、

学歴、職業、外見などで、人を判断していないでしょうか？また、知り合いの話やインターネットなど、根拠のな

いうわさ話を信じ込んでいないでしょうか。今一度、その話は本当に正しいことなのか振り返る機会をもてる

といいですね。 

偏見やうわさ話に左右されずに、その人の生き方や人間性を見ることを大切にしたいですね。    
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２ 無自覚な差別？―「マイクロアグレッション」 

「マイクロアグレッション」とは… 

最近、関心を集めている考え方で、「小さな攻撃」と訳されます。表現する側が無理解・無関心であるため

に、受け取る側が否定・侮辱・疎外されたと感じるような言動です（香川県教育委員会パンフレットより）。マジョリ

ティー（多数者）の側がマイノリティー（少数者）に対して、悪意無く、無自覚に行っている言動で（人種やジェ

ンダー、ＬＧＢＴＱ、部落差別など）、「差別だ」と抗議しにくい言動です。例えば、長く日本に住んでいる方が、

毎回初対面の人から「外国人なのに日本語が上手ですね。」と言われると、「自分はよそ者だ」と言われてい

るように感じます。また部落問題では、「部落差別なんてもう無いのに勉強する必要は無い」と言う会話を聞

いたり、差別される不安を「気にしすぎだよ」と言われたりすると、当事者の方は差別の現実を受け入れても

らえないと感じます。マジョリティー（多数者）の側にいると見えにくく、気づきにくい問題です。「差別、差別と

言いすぎて何も言えなくなってしまう」と思うかもしれませんが、知ることで見えてくる差別もあります。自分の

何気ない一言が相手を傷つけていないか、ときに考えてみてはどうでしょうか？ 

 

３ 平和のためにできることー「戦争は最大の人権侵害」 

２月２４日から、ロシアの軍が隣国ウクライナを攻撃し、多くの人が犠牲になっています。早くこの争いが終

わることを多くの人が願っています。私たちにできることは何でしょうか。世界で起こっていることを知り、身近

な人たちと仲良くすることなど、自分のできることを一つひとつすることでしょうか。学校生活のさまざまな場

面で、少しでも平和につながる学習ができたらと思います。 

平和学習おすすめの絵本 

『へいわとせんそう』 

文：たにかわしゅんたろう 

絵：Noritake 

ブロンズ新社 

 

シンプルな言葉と絵で、平和と戦争の事実を

くらべます。「へいわのボク せんそうのボク」

「へいわのかぞく せんそうのかぞく」･･･日

常の風景を見くらべながら、最後にはぐっと

心にせまる大切なことが見えてきます。 

『日・中・韓平和絵本 

へいわってどんなこと？』 

 浜田桂子作 

 童心社 

 

 

へいわってどんなこと? 「きっとね、へいわっ

てこんなこと。せんそうをしない。ばくだんなん

かおとさない。いえやまちをはかいしない…

…」いろいろな視点から平和を考え、平和の

意味を問い返します。3 か国の絵本作家が

協力しました。 


